地方行政論   「私の選んだ市町村ホームﾍﾟｰｼﾞ」

 国際社会学科２年  980137m  福田 拓郎  

 担当  鹿児島県  静岡県  福岡県

鹿児島県市町村のホームページについて
 全体的に見て、鹿児島県の市町村ホームページはどれも観光案内を重視したものが多く、行政情報は不足気味のように感じた。なかなか充実したホームページをもつ市町村が見つからなかったが、加世田市は力を入れている方で、情報量も多いし、レイアウトなどの見せ方も工夫されているので紹介することにした。

鹿児島県 加世田市 http://www.city.kaseda.kagoshima.jp/main.html
加世田市の概要

  加世田市は，昭和２９年に市制を施行して以来，平成６年７月１５日で４０周年を迎えました。この間，多くの先人たちの努力と貢献に支えられ，南さつまの中核都市として発展を続けています。

平成７年１０月１日現在，加世田市の人口は，２４，４８４人（平成７年国勢調査）

位置
 薩摩半島の南西部に位置し，北西側は東シナ海に面して周囲は，山々で囲まれ                                           ており，総面積の５３．９％は森林。
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  東シナ海に面した北西部は，日本三大砂丘の一つである吹上浜（約４７ｋｍ）                                           の南端にあたり，約５ｋｍの砂丘地帯が広がっています。

”Ｃｙｃｌｅ　Ｃｉｔｙ” 

 　加世田市は自転車を活用したまちづくりに取りくんでいる。

市長は毎日自転車で出勤しているようで、市長自ら自転車のイベントに参加している様子も紹介されていた。

様々な自転車イベントの開催

２００１年世界室内自転車競技選手権大会
サイクルアートギャラリーかせだ
サイクリンピック　ｉｎ　かせだ
デュアスロン イン かせだ
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”サンド シティ”
８７年に初めて開催された吹上浜砂の祭典は，短期間の中，手さぐりの状態で開催。
 　日本初の砂丘のイベント，サンドクラフトは，全国的に大きく報道され注目                                   を集めました。
 　以来，この祭典は，市民総ぐるみの手づくりの運営で開催されている。

’９９吹上浜 砂の祭典の様子

    ▼ 炎天下の砂像制作                          砂像制作に取り組む子どもたち
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  行政情報については、各種手続きの案内、国民年金、健康保険など詳しく出ているなか、時代を反映してか、特に福祉関係のページが充実している。（http://www.city.kaseda.kagoshima.jp/fukushi/index.html）高齢者、身体障害者のを対象にしたもののほか、生活保護や災害救助、戦傷病援護まで、多くの項目にわけられ、とても詳しく紹介されている。

また、防災情報のページでは、土地柄、台風情報を随時更新中

みんなの広場という掲示板では市民がお互いに知り合ったり、情報交換したりする場所を提供しており、利用者も多いようだ。

加世田市のホームページについて

 サイクルとサンドの２本柱のまちづくりをアピールする一方で、福祉など、住民に対する情報についても手抜きはしていない。

静岡県 浜松市 http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/
浜松市の誕生
 明治４年の廃藩置県により、遠州地方に浜松県が誕生。県庁が浜  松宿におかれ行政の中心となりました。
 明治２１年に市制・町村制が公布され、翌２２年には浜松町が誕生しました。
 明治４４年７月１日、市制が施行され、浜松市が誕生しました。 当時、面積８．６６平方キロメートル、人口３６，７８２人、町数４０町の小さな市でした。

 平成８年には政令指定都市に準ずる権限をもつ中核市に移行。

現在、人口約58万人の中核都市

行政情報公開度

市長の定例記者会見をホームﾍﾟｰｼﾞ上で公開

第４次総合計画や行政改革大綱など、今行っている政策について詳しくでている。また、それぞれについての市民の提言、インタビュー希望者を郵便、ＦＡＸ、Ｅメールで募集中

財政状況も年度の会計額が具体的にでている

また、行政組織図から全ての部、課のページにとべる。 
市政情報室

市政に関する情報の総合窓口として、市政情報室を設置。

 ●情報公開制度についての相談と公開の請求の受付
    情報公開制度の概要、利用方法、利用状況について

 ●個人情報保護制度についての相談と開示の請求の受付
   個人情報保護制度の概要、利用方法、利用状況について

 ●市長の資産等についての閲覧受付
   資産公開制度の概要、利用方法、利用状況について
市民の利用しやすさ

   暮らしの便利帳、保険福祉ガイドブックを見れば生活を送るために大抵の事はわかるようになっている。

  「市長へのご意見箱」を設置、また、そこに寄せられた意見を公開している。

市政に関する情報公開や、市長の資産の閲覧を請求する方法も載っている

文化の振興

音楽で進めるまちづくり

浜松市では、町作りに対する取り組みとして、国際コンクールの開催や外国都市との音楽を通した交流協定の締結、市民のための様々な音楽イベントが常時開催されている。

 ●浜松国際ピアノコンクール
 世界の若きピアニストたちが集い、世界に羽ばた[image: image5.jpg]


く機会を提供する国際的文化事業

●アクトシティ

[image: image6.png]%
Wi,

KD



国際会議や 国際的なイベントが開催される産業と技術の交流拠点であり、世界に開かれた音楽と文化の交流拠点でもある

本格的なオペラハウスの機能も持ち、毎年オペラ公演があるほか、浜松出身のオペラ歌手と市民が一緒に作り上げる市民オペラも開催されている。

●ジユニアオーケストラ浜松の育成

オーディションで選ばれた小学生から高校3年生の子供たちに よる管弦楽団を組織し、本格的なオーケストラ活動を展開しています。

紹介しきれないが、ほかにも市民のための音楽教室やコンサートなど、数多くのイベントが企画されている。

浜松市のホームページについて

 政策の紹介などの市民に対する情報と、文化、観光などの外に発信する情報のバランスが取れている。質、量ともに十分だと思う。また、全体的に見て静岡県はどの市町村もホームページにちからを入れているようで、すぐれたホームページが多かった。

福岡県の市町村ホームページについて

福岡県は、まずホームページを持っているまち自体が少なく、その内容も充実したものがなかなか無かった。そのため、どの市町村にするか最後まで迷ったが、小規模でページ構成もシンプルだが、内容は充実している山田市を取り上げることにした。

福岡県 山田市 （http://city.yamada.fukuoka.jp/）
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昔は炭鉱を中心とする我が国の近代産業を支える活気あふれるまちとして発展

最も盛んな時期は人口39,563人の産業都市だった。

[image: image8.png]D FIS]‘}V#I#

al

- JARAN2AN




[image: image9.jpg]


                           炭坑で栄えていた山田市

  しかし､石炭から石油へのエネルギー消費構造の変革は､山田市の繁栄を一転させ､石炭産業を衰退へと追い込んでいきました｡

現在では人口1万2千人で、全国で2番目に人口の少ない市となってしまいましたが、全国１ミニ市の北海道歌志内市(うたしないし)とも姉妹都市提携の調印をすませ、小さいながらもキラリと光るまちづくりを進めています。
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本市の地名の起こりは､神武天皇東征御通過の際､この地を「筑紫鎌の県山田の庄と名づけ給ひし｣と伝えられており､射手引神社々伝には｢筑紫鎌の南端豊前田川に接する地を山田の庄｣と記されています｡

                   獅子舞「宮移り」

 画像も豊富

山田ギャラリーというページでは、山田市の昔から現在までの風景が見られるようになっている。住んでいる人には懐かしく、初めて訪れる人にとっても興味深い。

（http://www.city.yamada.fukuoka.jp/ymd/gal/gal-str.htm）

 行政情報では、特に統計資料が充実、また、そのほとんどがダウンロードできるようになっている。市の統計書をそのまま公開しているようだ。

市では現在、県立中高一貫高の誘致に力を入れているようだ。「中高一貫高（中等教育学校）設置」に関する要望書をホームページ上で公開、これもダウンロードできる。
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また、市の地域情報化を推進するために地域情報センターを建設

■事業の目的
 山田市地域情報センターと小中学校をはじめとする各種機関をネットワーク化し、情報サービスを提供することにより、市民サービスの向上と小中学生を中心にマルチメディアに慣れ親しむ環境を整備し、住民の情報化社会への適応能力の育成を図る。
 ■事業の概要
 山田市役所を増設し地域の情報拠点として、「山田市地域情報センター」を設備。同センターと市内の小学校（３校）及び中学校（１校）をインターネットやテレビ会議システムで接続し、センターで蓄積した教材の提供、学校間の交流授業を可能にする教育支援システムを整備する。
 また、サルビアパーク、コミュニティーセンターを接続し、従来は市役所でしか得られなかった行政情報を身近な公共機関や自宅あるいは職場からでも入手可能にし、ネットワークを通じて即時に提供する行政システムを整備する。

 以上のように、これからの時代に対応した情報化を進めるようと模索していることがうかがえる。

 また、冒頭に構成がシンプルだと書いたが、それも山田市のホームページに対する基本方針からきたものだと記されていたので、以下にその文を引用する。

  ｢山田市のホームページ｣は、より多くの方に見てもらうために｢最新の技術は取り入れない。通信速度が遅くても利用できる。｣ようになるべく簡単な構成で作成しています。
 画面は640×480の画面でも支障がないように構成していますが、800×600以上の画面で見ることをお勧めします。

山田市のホームページについて

 このまちは小規模ながら資料や画像も豊富で、その割にとてもシンプルに上手くまとめてある。派手なデザインや色使いにとらわれず、「より多くのひとに見てもう」ためにあえて簡単な構成にするという姿勢も共感できる。市職員の考えかたと、手作りの感じが伝わって来るホームページ。

終わりに

今回様々な市町村のホームページを見てきたが、まず、その県によってホームページの完成度にばらつきが見られると感じた。そのため、担当した県によっては、一つ市町村を選ばなければいけないということで非常に苦労した。

また、

全体を通して言えることは、規模の小さい町ほど内容が観光案内に偏る傾向があり、その地に住む住民にとって価値のある情報が少ないということだ。一方、大都市のほうは情報量が膨大になってしまうため、ページを作る際に何でも詰め込むのではなく、いかに見やすく、住民にとって使いやすくまとめるられるかが重要なポイントだろう。
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